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■はじめに 

 

 京都市は，国内自治体では初めて，「京都市ＭＩＣＥ
マ イ ス

戦略」を平成２２年（２０１０年）

に策定しました。まだ日本で「ＭＩＣＥ※1」という言葉があまり浸透していない時期から，

いち早くＭＩＣＥの可能性を見出し，「京都の都市特性を生かした，世界に冠たる『国際Ｍ

ＩＣＥ都市』への飛躍」を戦略ビジョンに掲げ，積極的に取り組んできました。 

 ＭＩＣＥの振興は，京都ブランドイメージ・都市格の向上，市民生活の活性化，高い経

済波及効果など，社会および経済の両面において京都の都市活力を支え，向上させること

が期待できます。同時に，京都観光の「質の向上」にもつながることから，「世界があこが

れる観光都市」の実現のために，引き続き取り組む必要があります。 

 世界各国・各都市ともＭＩＣＥ誘致に積極的に取り組んでいる中で，最近のＭＩＣＥの

傾向として，「その街らしさ」とも言えるユニークべニュー※2に対し注目が集まっています。

「その土地，施設，文化ならではの会場」でのＭＩＣＥ開催が，主催者側からも参加者側

からも求められています。日本も国を挙げてＭＩＣＥ誘致活動に取り組み始めた今，世界

に誇る歴史や文化を持つ京都が果たすべき役割は極めて大きいと言えます。 

 平成２５年（２０１３年）に国が定める「グローバルＭＩＣＥ戦略都市」として選定さ

れたこともあり，京都市の取組の重要性は，これまでにも増して大きなものとなっていま

す。このような背景を踏まえ，「京都市ＭＩＣＥ戦略２０１４－２０２０」を策定し，ＭＩ

ＣＥの現状と課題，今後の施策を取りまとめ，ＭＩＣＥ誘致を積極的に推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ ＭＩＣＥとは，Ｍ（Ｍｅｅｔｉｎｇ／ミーティング），Ｉ（Ｉｎｃｅｎｔｉｖｅ ｔｏｕｒ／インセンティブツア

ー），Ｃ（Ｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎ／コンベンション），Ｅ（Ｅｖｅｎｔ／イベント・Ｅｘｈｉｂｉｔｉｏｎ／エキシビ

ション）の４つの頭文字をとった造語です。 

※２ ユニークベニューとは，本来の用途とは異なる利用を可能にすることでＭＩＣＥのイベント・レセプション会場

として機能する施設のことです。例として，平成２５年１１月から「世界遺産・二条城ＭＩＣＥプラン」事業が実施

されている二条城が挙げられます。 
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（注）国際会議の統計は，ＪＮＴＯ（日本政府観光局）やＩＣＣＡ（国際会議協会）から発表される統計数値が参考に

されるケースが国内では一般的ですので，以下にその基準を抜粋します。 

 

 

  

※ＪＮＴＯ（日本政府観光局）の国際会議の定義は以下のとおり 

   ①主催者： 「国際機関・国際団体（各国支部を含む）」又は「国家機関・国内団体」 

   ②参加者総数： ５０人以上 

   ③参加国： 日本を含む３ヵ国以上 

   ④開催期間： １日以上 

※ＩＣＣＡ（国際会議協会）（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｇｒｅｓｓ ａｎｄ Ｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎ 

Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）の国際会議の定義は以下のとおり 

   ①開催国： ３ヵ国以上での持ち回りの開催実績がある会議 

   ②参加者総数： ５０人以上 

   ③開催期間： 定期的に開催している（１回のみ開催した会議は除外） 
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第１章 MICE 振興の意義 

 

１ ＭＩＣＥとは 

 

ＭＩＣＥとは，Ｍ（Ｍｅｅｔｉｎｇ／ミーティング），Ｉ（Ｉｎｃｅｎｔｉｖｅ ｔｏｕ

ｒ／インセンティブツアー），Ｃ（Ｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎ／コンベンション），Ｅ（Ｅｖｅ

ｎｔ／イベント・Ｅｘｈｉｂｉｔｉｏｎ／エキシビション）の４つの頭文字をとった造語

です。 

この「ＭＩＣＥ」という言葉は日本においても近年，よく耳にするようになりました。

ＭＩＣＥの振興によって交流を増やすことは国や都市の活力につながる重要な機会として，

世界各国・各都市においてもＭＩＣＥの振興に積極的に取り組んでいます。 

 この戦略では，観光庁の定義に沿って，ＭＩＣＥを次頁のように位置付けます。 
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ＭＩＣＥの定義 

類型別 内容 例 特徴 

Ｍ Ｍｅｅｔｉｎｇ 

ミーティング 

企業の会議 

（ミーティン

グ）等 

海外投資家向け金融セミナー，グ

ループ企業の役員会議，新商品発

表会等 

・実態を把握しにくい 

・数十～数百名規模で多数開 

 催されている 

Ｉ Ｉｎｃｅｎｔｉｖｅ 

ｔｏｕｒ 

インセンティブツアー 

企業が従業員

の表彰や研修

などの目的で

実施する旅行

（企業報奨・研

修旅行） 

営業成績優秀者に対する本社役員

によるレセプション，表彰式や，

自社社員のやる気向上や取引先，

顧客への販売促進を目的とした旅

行等 

・実態を把握しにくい 

・参加者が千名単位のものも 

 多い 

・旅行者一人当たりの消費額 

 が高い 

・ツアーは一週間程度が多い 

Ｃ Ｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎ 

コンベンション 

国際団体，学

会，協会が主催

する総会，学術

会議等 

・生物多様性条約第１０回締約国 

 会議（ＣＯＰ１０）（平成２２年 

 （２０１０年）） 

・第２３回国際血栓止血学会学術 

 集会（平成２３年（２０１１年）） 

・国際通貨基金・世界銀行年次総 

 会２０１２（平成２４年（２０ 

 １２年）） 

・第５回アフリカ開発会議 

 （平成２５年（２０１３年)）等 

・外国人参加者は全訪日外客 

 数の１．８％（平成２４年 

 （２０１２年)） 

・平均開催日数は２．６日 

・平均参加者数は６３０人 

 （外国人約６７人） 

・外国人参加者千人以上のも 

 のも存在 

Ｅ Ｅｖｅｎｔ／ 

Ｅｘｈｉｂｉｔｉｏｎ 

イベント／ 

エキシビション 

文化・スポーツ 

イベント，展示

会・見本市 

 

・東京モーターショー（(昭和２９ 

 年（１９５４）年以降ほぼ毎年 

 実施） 

・第１１回世界陸上競技選手権大 

 会（平成１９年（２００７年)） 

・ラグビーワールドカップ 

 ２０１９ 

 （平成３１年（２０１９年）） 

・東京オリンピック・パラリンピ 

 ック（平成３２年（２０２０年)） 

・関西ワールドマスターズゲーム 

 ズ２０２１（平成３３年（２０  

 ２１年））等 

・国際的なイベント・展示会  

 等の件数・外国人参加者数 

 のデータはない 

・外国人来場者千人以上のも 

 のも存在 

資料：観光庁ホームページ及びＪＮＴＯ「２０１２年国際会議統計」を基に作成 
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２ 京都市がＭＩＣＥに取り組む意義 

 

 「京都みらい観光振興計画」（平成２６年（２０１４年）１０月～平成３２年度末（２０

２０年度末））の中において示された４つの柱のうちの１つに，ＭＩＣＥ戦略を位置付けて

います。 

 

「京都みらい観光振興計画」 

目指す姿 

「世界があこがれる観光都市」 

 

４つの柱 

人づくり，まちづくり ～おもてなし・やすらぎ・しつらい～ 

魅力の向上，誘致手法 ～きらめき・いざない～ 

魅力の発信，コミュニケーション ～ひびき・ひろがり～ 

ＭＩＣＥ戦略 ～つどい～ 

 

⑴ 京都のブランドイメージの向上・都市格の向上 

 京都は，世界でも類を見ない，日本の精神性を体現した上質な文化・奥深さを備えた

都市であり，合意や調和を目指す会議の開催には最もふさわしい場所と言えます。 

 実績としても，京都では，地球温暖化防止京都会議（ＣＯＰ３），世界水フォーラムや

世界歴史都市会議など，国際的に知名度が高く，後の歴史にその名を残す会議が行われ

てきました。 

 国内外からの注目も高く，世界の平和や人類の未来に貢献する「舞台」を京都が提供

することは，都市ブランドのイメージの向上につながります。これにより，世界から京

都への「あこがれ」が高まり，会議の「格」を高めることができます。そのことがＭＩ

ＣＥの主催者及び参加者の満足度向上にもつながるという好循環を生みます。 

 また，ＭＩＣＥの開催は，京都の高い精神性を一度に多くの方に伝えることができる

とともに，国際的なネットワークの形成，研究レベルの向上や学術的交流の活発化，参

加者による全世界への京都の魅力の発信・伝達を通じて，観光都市・京都に留まらず，

「学術都市」「ビジネス都市」としての魅力が再認識され，新たなビジネス機会の創出や

新産業の創造など，更なる京都の都市格の向上が期待できます。 

 

⑵ 市民生活への還元 

 ＭＩＣＥの開催を通じた人と人の交流は，多様性を認め合う国際的な相互理解につな

がります。景観・歴史・文化・環境分野などの，世界平和や人類の未来に貢献する国際

会議の開催は，市民が誇りを持てるまちづくりにつながるとともに，市民が最先端の技

術・情報に接する機会を創出することができ，関連するＮＰＯ団体やＮＧＯ団体の活動
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が活発になるなど，市民生活の活性化・向上につながります。伝統あるものづくり都市

である京都が最先端の「知」に触れることで新たな「知恵」，「ビジネス」を生み出すこ

とが可能になります。 

 また，ＭＩＣＥの開催は，開催に係る直接的な経費はもとより，参加者による滞在中

の飲食や伝統産業製品の購入などが期待でき，ＭＩＣＥ関連業界だけでなく市民の生活

にも，安定した雇用の創出など，高い経済波及効果が期待できます。 

 平成２５年度（２０１３年度）に京都で開催された国際会議の参加者に対するアンケ

ート結果（下表）によると，ＭＩＣＥ参加者の消費額は日本人観光客の消費額の約１．

４倍，外国人観光客の消費額の約１．８倍と，高い購買力を持っていることが分かりま

す。 

宿泊客１人当たりの滞在費平均額 全 体 
日本人 

観光客 

外国人 

観光客 

 
平成２５年度に京都で開催された国際会議の参加者 63,352円 46,186円 154,121円 

 
(参 考 )平 成 ２ ５ 年 京 都 観 光 総 合 調 査  ―― 32,630円 85,643円 

資料：京都市「京都市におけるＭＩＣＥ実態調査」平成２６年３月， 

京都市「京都観光総合調査」平成２５年を基に作成 

⑶ 観光の質の向上 

 ＭＩＣＥの開催はビジネス観光客の誘致につながり，新たな観光資源の開発や新たな

観光サービスの提供などを促します。企業幹部が集うＭ（Ｍｅｅｔｉｎｇ／ミーティン

グ）や報奨を目的とするＩ（Ｉｎｃｅｎｔｉｖｅ ｔｏｕｒ／インセンティブツアー）に

は，質の高い観光資源や接遇の提供が求められるため，京都の「ほんもの」の魅力の維

持・活用につながります。こうして，京都を訪れる人をあたたかくお迎えする人づくり・

まちづくりが進み，市民を含めた全ての人にとって，快適に過ごしていただける京都観

光の質の向上に寄与することとなります。 

 

⑷ 観光立国の実現 

 国際的にＭＩＣＥの誘致活動が積極的に進められる中で，開催地として日本の京都が

選ばれ，認められ続けることが大変重要です。観光庁は，日本をけん引するＭＩＣＥ都

市の育成を図る「グローバルＭＩＣＥ戦略都市」を公募し，平成２５年（２０１３年）

８月，５自治体の１つとして京都市が選定されました。京都市はＭＩＣＥ誘致の潜在力

が高く，集中的に支援を行うにふさわしい都市として国からも期待されています。 

 京都市は「グローバルＭＩＣＥ戦略都市」として，全市一丸となって日本の期待に応

えると同時に，国と連携しながら積極的な取組を進めていくことで，観光立国の実現を

「京都の観光，京都のＭＩＣＥ」がリードしていきます。 
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第２章 京都市のこれまでの取組とＭＩＣＥ 

    の現状・課題 
 

１ 日本のＭＩＣＥ推進の現況 

 

 日本においては，以下のようにＭＩＣＥ推進のために取り組んできました。 

 

日本のＭＩＣＥ推進の取組 

平成１９年 

（２００７年） 

・「観光立国推進基本法」を制定。観光を２１世紀における日本の重要な政策の柱として初めて 

 明確に位置付ける。 

平成２０年 

（２００８年） 

・観光立国の実現に向けて観光庁が発足 

平成２１年 

（２００９年） 

・観光立国推進戦略会議において，外客誘致の柱の１つとして「国際会議誘致政策からＭＩＣ 

 Ｅ政策への展開」を打ち出す。 

・観光庁が「ＭＩＣＥ推進アクションプラン」を策定 

平成２２年 

（２０１０年） 

・「日本のＭＩＣＥ元年」と位置付け「Ｊａｐａｎ ＭＩＣＥ Ｙｅａｒ」を展開 

平成２４年 

（２０１２年） 

・「観光立国推進基本計画」策定。「平成２８年までに我が国における国際会議の開催件数を５ 

 割以上伸ばし，アジアにおける最大の開催国を目指す」という目標を掲げる。 

・ＭＩＣＥ国際競争力強化委員会を設置 

平成２５年 

（２０１３年） 

・「日本再興戦略」において「２０３０年にはアジアＮｏ．１の国際会議開催国としての不動の 

 地位を築く」という目標を掲げる。 

・「観光立国実現に向けたアクション・プログラム」策定。ＭＩＣＥを観光立国実現に向けた主 

 要な柱の１つとして位置付ける。 

・日本のＭＩＣＥ誘致力強化のため，日本をけん引するＭＩＣＥ都市の育成を図る「グローバ 

ルＭＩＣＥ戦略都市」及び「グローバルＭＩＣＥ強化都市」として，京都市・東京都・横浜

市・神戸市・福岡市及び名古屋市・大阪市 

平成２６年 

（２０１４年） 

 

・「観光立国実現に向けたアクション・プログラム２０１４」策定。「ＭＩＣＥの誘致・開催の 

 促進と外国人ビジネス客の取り込み」を６つの柱の１つとして位置付け，Ｍ，Ｉ，Ｅへの取 

 組を拡大 

 

 これらの取組を通じて，日本のＭＩＣＥの一層の発展を図ろうとしています。 

 その結果として，日本における国際会議の開催件数は年々増加しています。（図１参照）平
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成２３年（２０１１年）は東日本大震災の影響により落ち込みましたが，平成２４年（２

０１２年）には平成２２年（２０１０年）を上回る開催件数を記録し，回復基調にありま

す。         図１ 日本における国際会議（ＩＣＣＡ基準）の開催件数の推移 

 

資料：ＩＣＣＡデータベース（２０１４年７月時点データ）を基に作成 

※ＩＣＣＡデータベースはＩＣＣＡ会員の申請・登録によって作成されているため 

                 直近年の数値は今後も増加する可能性がある 

 しかし一方で，世界の各都市もＭＩＣＥ振興に取り組んでおり，特にアジア・太平洋地

域における国際会議開催件数の伸びは目を見張るものがあります。（図２参照）日本の開催件

数の伸び以上に各国の開催件数が大きく増加しているため，アジア・太平洋地域における

国際会議開催件数に対する日本のシェアは低下傾向にあります。（図３参照） 

図２ アジア・太平洋地域における主要国の国際会議（ＩＣＣＡ基準）開催件数 

 

資料：ＩＣＣＡデータベース（２０１４年７月時点データ）を基に作成 

※ＩＣＣＡデータベースはＩＣＣＡ会員の申請・登録によって作成されているため 

直近年の数値は今後も増加する可能性がある 

（件数） 

（件数） 
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図３ アジア・太平洋地域の主要国の国際会議開催件数に対する日本のシェア推移 

 

資料：ＩＣＣＡデータベース（２０１４年７月時点データ）を基に作成 

                ※ＩＣＣＡデータベースはＩＣＣＡ会員の申請・登録によって作成されているため 

                 直近年の数値は今後も増加する可能性がある 

 

 上記のデータはＭＩＣＥのうちＣ（Ｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎ／コンベンション）の開催件

数ですが，Ｍ（Ｍｅｅｔｉｎｇ／ミーティング），Ｉ（Ｉｎｃｅｎｔｉｖｅ ｔｏｕｒ／イ

ンセンティブツアー），Ｅ（Ｅｖｅｎｔ／イベント・Ｅｘｈｉｂｉｔｉｏｎ／エキシビショ

ン）の開催件数については，全国で把握するための仕組みがまだ整っていないのが現状で

す。 

 平成２６年（２０１４年）６月に策定された「観光立国実現に向けたアクション・プロ

グラム２０１４」ではＭ，Ｉ，Ｅへの取組の拡大が盛り込まれており，今後は統計手法の

充実やプロモーション強化などが行われることとなっています。 
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２ 京都市のこれまでの取組 

 

 京都市は，日本の自治体として初めてＭＩＣＥ戦略を策定するなど，積極的にＭＩＣＥ

への取組を行ってきました。 

 

京都のＭＩＣＥ推進の取組 

平成２２年 

（２０１０年） 

・日本の自治体として初めてＭＩＣＥ戦略「京都市ＭＩＣＥ戦略」を策定。「京都の都市特性を 

 生かした，世界に冠たる『国際ＭＩＣＥ都市』への飛躍」を目標に掲げる。 

・「大規模国際コンベンション誘致支援助成金制度」新設 

平成２３年 

（２０１１年） 

・「岡崎地域活性化ビジョン」策定 

・「京都らしいＭＩＣＥ開催支援制度」新設 

平成２４年 

（２０１２年） 

・４月，京都市の「観光部」を「観光ＭＩＣＥ推進室」に改組。自治体で初めて組織名にＭＩ  

 ＣＥを盛り込み，ＭＩＣＥが市の重点取組であることを明確にした。 

・京都文化交流コンベンションビューローの体制強化 

・ＭＩＣＥのうちＣ（Ｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎ／コンベンション）の平成２４年度の開催件数・ 

 参加者総数が過去最高を記録（ＪＮＴＯ基準） 

 （１９６件，参加者総数１１４，２５７人，うち海外参加者数１９，５８３人） 

平成２５年 

（２０１３年） 

・日本のＭＩＣＥ誘致力強化のため，日本をけん引するＭＩＣＥ都市の育成を図る「グローバ 

 ルＭＩＣＥ戦略都市」に選定される。 

・「世界遺産・二条城ＭＩＣＥプラン」事業開始 

・富裕層向けの旅行商談会ＩＬＴＭ（インターナショナル・ラグジュアリー・トラベル・マー  

 ケット）の新規事業「ＩＬＴＭ Ｊａｐａｎ」を誘致し，日本で初の開催 

・岡崎地域における，みやこめっせとロームシアター京都の一体運用ガイドライン策定 

平成２６年 

（２０１４年） 

・ＭＩＣＥ誘致のための世界的ネットワークの構築を目的として，京都文化交流コンベンショ 

 ンビューローが世界的なＭＩＣＥ国際機関「ＩＣＣＡ」に加盟 

・「京都らしいＭＩＣＥ開催支援制度」の適用条件を緩和し，補助上限を引き上げ「京都らしい 

 ＭＩＣＥ開催支援補助制度」に改善 

・「観光立国実現に向けたアクション・プログラム２０１４」の中に「国立京都国際会館の展示 

 施設の整備」が盛り込まれる。 

 

【「京都市ＭＩＣＥ戦略」推進期間（２０１０年（平成２２年）以降）の主な誘致成功案件】  

・平成２８年（２０１６年） 世界考古学会議第８回総会（参加者数約千人予定） 

・平成２９年（２０１７年） 第２３回世界神経学会議（参加者数約７千人予定） 

・平成３２年（２０２０年） 第５８回日本癌治療学会学術集会（参加者数約１万人予定） 

                                    など 
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３ 京都市におけるＭＩＣＥの現状と課題 

 

⑴ Ｃ（Ｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎ／コンベンション）分野の現状と課題 

  京都における平成２５年（２０１３年）のＣ（Ｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎ／コンベンショ

ン）の開催件数はＩＣＣＡ統計基準で４３件となり（図４，５参照），これは国内の他都市と

比較すると，東京に次ぐ第２位となっています。（図６参照） 

 

       図４ 世界の主要都市別国際会議の開催件数推移（上位１０箇国に東京・京都を加えた１２箇国） 

                                                （ＩＣＣＡ統計基準）
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資料：ＩＣＣＡ Ｓｔａｔｉｓｔｉｃｓ Ｒｅｐｏｒｔ（２００１－２０１０，２０１１，２０１２）， 

       公益財団法人 京都文化交流コンベンションビューロー「２０１３京都で開催の国際会議」を基に作成 

※ＩＣＣＡデータベースはＩＣＣＡ会員の申請・登録によって作成されているため 

                 直近年の数値は今後も増加する可能性がある 
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図５ 国際会議の開催件数の世界順位（ＩＣＣＡ統計基準） 

 

資料：公益財団法人 京都文化交流コンベンションビューロー「２０１２，２０１３京都で開催の国際会議」を基に 

作成 
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図６ 国内各都市の国際会議開催件数比較（ＩＣＣＡ統計基準） 

２０１２年 ２０１３年 

国内順位 世界順位 都市名 開催件数 国内順位 世界順位 都市名 開催件数 

1 31 東京 69 1 26 東京 79 

2 36 京都 61 2 55 京都 43 

3 97 福岡 23 3 117 大阪 20 

4 100 神戸 22 4 136 神戸 18 

5 125 横浜 18 5 148 横浜 17 

6 142 札幌 16 6 159 名古屋 15 

7 207 大阪 11 7 182 札幌 13 

7 207 つくば 11 8 193 福岡 12 

7 207 名古屋 11 8 193 奈良 12 

7 207 奈良 11 10 242 沖縄 9 

11 241 広島 9 11 265 つくば 8 

12 286 松江 7 12 294 千葉 7 

13 319 金沢 6 12 294 広島 7 

13 319 仙台 6 12 294 北九州 7 

15 363 北九州 5 12 294 新潟 7 

15 363 新潟 5 16 371 仙台 5 

資料： 公益財団法人 京都文化交流コンベンションビューロー「２０１２，２０１３京都で開催の国際会議」を基に 

作成 

 

 京都における平成２５年（２０１３年）のＣ（Ｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎ／コンベンション）

のＩＣＣＡ統計基準における開催件数はＩＣＣＡ統計基準で世界順位５５位となっていま

す。上位を目指すためには，海外他都市に比べて，年々大型化・多様化する会議主催者の

ニーズに対応できる会議施設や宿泊施設等のハードインフラの充実，ＩＣＣＡ基準を満た

す国際会議を誘致する際に大きな影響を与える誘致支援プログラム等の充実，さらには，

マーケティング活動の活発化や地元大学との連携強化などを行っていく必要があります。 

 一方，京都において開催される国際会議の外国人参加比率は国内他都市に比べて高く，

日本国内では１位となっています。 

 京都において開催される国際会議の外国人参加比率は他都市に比べて高く，日本国内で

は１位となっています。（図７参照） 
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図７ 外国人比率についての国内他都市比較 

  2009 年 2010 年 2011 年 2012 年 

京都市 12.1% 15.2% 19.1% 17.1% 

東京(23 区) 15.3% 12.9% 8.1% 16.7% 

横浜市 3.0% 12.5% 5.5% 10.0% 

神戸市 10.6% 12.0% 7.8% 5.1% 

福岡市 4.9% 13.0% 8.4% 9.5% 

資料：ＪＮＴＯ「２００９～２０１２国際会議統計」を基に作成 

  

  コンベンションの誘致のためには，受入施設の整備，収容能力の向上が不可欠です。 

  京都においては，国立京都国際会館が昭和４１年（１９６６年）の開館以来，大規模

国際会議誘致の要として利用されており，国と京都市の連携により改修等の更なる機能

整備・拡充が行われています。 

  岡崎地域においてもＭＩＣＥ機能の強化を進めています。みやこめっせの主要機能で

あるエキシビション／イベント機能と，ロームシアター京都等，他の施設が有する機能

とを組み合わせることにより，ＭＩＣＥ全般への対応力の向上を図っています。 

  加えて，会議規模・予算規模・会場所在地など会議主催者の多様なニーズに対応可能

な新たなＭＩＣＥ拠点の構築も求められています。 

  コンベンションの誘致には，会議施設などのハード面だけでなく，大学等研究機関と

の連携強化を図り，学会情報等の収集に努めるとともに，開催地決定権限を持つ主要人

物等に働きかけるなどのソフト面を充実することも重要です。それらの活動を通じて得

られた情報をもとに，京都にふさわしい会議を誘致するための直接的な支援活動を行う

体制を構築する必要があります。 

  また，コンベンションが多く開催される時期は，春や秋を中心とした観光シーズンと

重なっており，コンベンション参加者用の宿泊施設の確保も課題です。（図８参照） 

 

図８ ２０１３年に京都で開催された国際会議（月別実績表） 

    1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 合計 

開催件数 8 8 17 15 12 21 17 10 13 25 18 13 
177 

  割  合 4.5% 4.5% 9.6% 8.5% 6.8% 11.9% 9.6% 5.6% 7.3% 14.1% 10.2% 7.3% 

資料：公益財団法人 京都文化交流コンベンションビューロー「２０１３京都で開催の国際会議」を基に作成 

※今後発表予定の「２０１３年国際会議統計」はＪＮＴＯによる集計であるため数値が増減する可能性がある 
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⑵ Ｍ（Ｍｅｅｔｉｎｇ／ミーティング），Ｉ（Ｉｎｃｅｎｔｉｖｅ ｔｏｕｒ

／インセンティブツアー），Ｅ（Ｅｖｅｎｔ／イベント・Ｅｘｈｉｂｉｔｉｏｎ

／エキシビション）の現状と課題 

  ＭＩＣＥのうち，Ｍ（Ｍｅｅｔｉｎｇ／ミーティング），Ｉ（Ｉｎｃｅｎｔｉｖｅ ｔ

ｏｕｒ／インセンティブツアー），Ｅ（Ｅｖｅｎｔ／イベント・Ｅｘｈｉｂｉｔｉｏｎ／

エキシビション）については，Ｃ（Ｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎ／コンベンション）のような

統計を取る仕組みや，統計を取るためのＭ，Ｉ，Ｅそれぞれの明確な定義が整っていな

い状況であるため，国による全国的な定義付けの検討が進んでいます。この定義に基づ

き，京都市内でどれだけの件数が開催されているのか，それらによりどれだけの人や物

が動き，経済波及効果がどれぐらいあるのかを，国や観光関連事業者との連携を図り，

実態の把握に努める必要があります。 

  このような状況のなかでＭ，Ｉ，Ｅを誘致するには，特に情報収集・発信の強化が必

要です。特に旅行会社，外資系企業，民間企業との連携強化により，主催者の需要を把

握し，受入施設等を発掘・調査していく必要があります。 

⑶ その他 

  ＭＩＣＥの誘致のみならず，ノウハウの蓄積・共有，情報発信，大規模会議等の参加

者受入に対する宿泊施設の確保，ユニークベニューの発掘・活用には，産・学・公・市

民による連携の強化が欠かせません。 

  また，ＭＩＣＥの誘致・振興施策の実行組織となる公益財団法人京都文化交流コンベ

ンションビューローにおいては，徐々に体制の強化が図られていますが，日本のＭＩＣ

Ｅをけん引する都市として，さらなる体制強化が必要です。（図９参照） 

図９ アジアの主要都市とのＭＩＣＥ部門予算・職員数の比較 

 
 

資料：京都市 平成２６年３月「外部コンサルタントを活用したマーケティング高度化事業最終報告書」を基に作成 

（百万円） 
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さらに，京都市では，ＭＩＣＥ誘致のための支援メニューとして，「誘致支援プログラ

ム※3」，「開催支援プログラム※4」のほか，平成２６年度（２０１４年度）に改善を図った

「京都らしいＭＩＣＥ開催支援補助制度※5」を設けています。しかし，京都市を上回る支

援策をＭＩＣＥ主催者に提供している自治体も多数あることから，ＭＩＣＥ主催者のニ

ーズにきめ細かく対応した支援策の拡充を検討する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※３ 誘致支援プログラム： 

 「会期３日以上」「会議参加者５００名以上」「参加国数３ヵ国以上」「海外参加者１００名以上」等の条件を満たす開

催地未定の会議の誘致経費を，１００万円を上限に助成する制度 

※４ 開催支援プログラム： 

 「会期３日以上」「会議参加者５００名以上」「参加国数３ヵ国以上」「海外参加者１００名以上」等の条件を満たす開

催地未定の会議の開催資金として，３００万円を上限に助成する制度 

※５ 京都らしいＭＩＣＥ開催支援補助制度： 

 開催支援プログラムの条件に該当しない中小規模のＣやＭとＩを対象とした支援制度。「Ｃの場合は１００人以上５０

０人未満，ＭおよびＩの場合は３０名以上５００名未満」「市内宿泊者が７割以上」等が条件。伝統産業や文化体験の実

演者を派遣する費用の７割あるいは伝統産業製品の購入費用を上限３０万円として補助 
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第３章 目標と施策  
 

１ 目標 

 

 「グローバルＭＩＣＥ戦略都市として，京都の強みを生かした京都にふさわ

しいＭＩＣＥの誘致を図り，日本のＭＩＣＥをけん引する「世界があこがれる

観光ＭＩＣＥ都市」への更なる飛躍」 

 

 

 京都は，ものづくり（物質文化）・ものがたりづくり（精神文化）が相互に刺激を与え，

高め合い，感性・匠の技・こころを継承し，それらの融合・深化によるまちづくりを，千

年を超えて続けてきました。 

 世界の平和・人類の未来を考え，議論するために京都に集う。京都は，日本を代表する

コンベンション都市としてその役割を担ってきました。 

 加えて，２０２０年のオリンピック・パラリンピックの東京開催に向けて，今後更に日

本への注目が高まり，世界中からの多くの方が日本に訪れることが予想される中で，京都

が果たさなければならない役割はますます大きくなっていきます。 

 京都ならではの魅力を最大限に活用し，多様な価値観を共有する場を提供することで「世

界があこがれる観光ＭＩＣＥ都市」へと更なる飛躍をすることを目標に掲げます。 

 そのために，コンベンション開催件数を増加させ（ＩＣＣＡ統計基準において２０２０

年までに世界３５位を目指す），外国人参加者比率を更に高めていく（外国人参加者比率に

おいて国内１位を堅持する）よう取組を進めます。 
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２ 施策 

 

 

 

 

 

 

 ＭＩＣＥの誘致には，主催者の手間と不安を取り除く仕組みを構築することが肝要です。

関係者間の連携を深め，主催者・事業者双方がメリットを受ける環境を整備し，京都なら

ではのおもてなしを提供することにより，競争力の強化を図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 推進事業  １０事業      ★：推進事業のうち特に重要で優先度が高い重点事業 

 ★ ワンストップ窓口の設置をはじめとする，ＭＩＣＥの誘致，開催支援メニ 

  ューの充実 

  主催者が京都を選択するための後押しとして，開催に係る主催者の負担軽

減のためのワンストップ窓口の設置や会議参加者への配布物の充実，また，

誘致・開催等に要する費用負担への支援等を充実させる。 

 ★ 京都市ＭＩＣＥ協議会（仮称）の立上げ 

  京都市内のＭＩＣＥビジネスに関わる事業者，学術関係者，行政機関等の

関係者を集めた協議会（京都市ＭＩＣＥ協議会（仮称））を立ち上げ，産学

公との連携の下，課題や情報の共有体制の強化を図りＭＩＣＥ誘致の推進を

図る。 

 ★ 大学との連携強化とＭＩＣＥ開催支援 

  国際的な学会等を開催するためのノウハウや情報提供などを行い，大学教

授，研究者などに対するきめ細かな支援を行うことで，潜在的な主催者の掘

り起こしや情報交換を通じた更なるＭＩＣＥ開催を推進する。 

★ 国立京都国際会館の拡充整備に向けた取組の推進 

国の平成 26 年度予算において，2,500 人規模の多目的ホールが整備（平

成 30 年度竣工）されることとなったが，昨今の国際会議の大型化・多様化

に対応可能な 5,000人規模への更なる拡充の早期実現に向けて取り組む。 

 開催支援メニューの充実，産学公連携の強化，宿泊・飲食・会場施設等をコーディネ

ートする組織やワンストップ窓口を開設するなど，主催者が京都を選択しやすい環境を

整える 

 

施策１ 

２７事業 
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 ＭＩＣＥ分野における海外他都市との連携強化 

  ＭＩＣＥに関する国際的な都市間連盟（アライアンス）に加盟するなど，

情報収集能力を向上させることで，更なるＭＩＣＥ誘致を図る。 

 会議終了後の観光プログラムの充実 

 伝統産業製品など京都らしい「記念品」の購入機会の創出や購入に対する支

援 

 みやこめっせ，ロームシアター，国際交流会館など岡崎地域施設の一括活用

と，美術館，庭園など多彩な集積資源をいかしたユニークベニュー※活用化の推

進 
※ ユニークベニュー 本来の用途とは異なる利用を可能にすることでＭＩＣＥのイベント・レセプ

ション会場として機能する施設のことを指す。 

 世界的な知名度のあるホテルの誘致，旅館等の活用による受入体制強化 

 大阪・神戸・奈良等他都市との連携強化によるＭＩＣＥ受入体制の充実 
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 京都の多様な魅力を，ＭＩＣＥ誘致に活用し，参加者の満足度を高めることは，もう

一度京都に来てみたい，また，京都の良さを他の方に伝えたいという意向を高めること

につながります。中でもミーティングや報奨旅行の分野の市場は年々拡大していると言

われています。こういったミーティングや報奨旅行は企業が主体である場合が多く，経

済波及効果も高く見込めるとして特に注目を集めています。また，企業だけでなく新た

な需要の掘り起こしとして，アルムナイ※層などへの働き掛けも進めていきます。 

 京都の魅力を最大限活用し，また，京都商工会議所等との連携による情報収集なども

行いながら，ＭＩＣＥ誘致と京都での継続的な開催を促し，経済効果を図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 京都にふさわしいＭＩＣＥ誘致の強化を図る。とりわけ，ミーティング・報奨旅行対

策の強化などＭＩＣＥによる経済効果を最大限にする 

 

 

施策２ 

 推進事業  ９事業        

 ★ 世界的な見本市・商談会等での情報発信や旅行事業者等による現地視察会（フ

ァムトリップ）の実施と，ＭＩＣＥ誘致機能を有する海外拠点の設置検討 

 海外での積極的な情報発信の実施等に加えて，ＭＩＣＥ部門に特化した海外

情報拠点の設置に向けた研究を行う。 

 ★ Ｍ・Ｉ専門官（仮称）の設置 

 ミーティング，インセンティブツアーを専門とした豊富な情報と業界ネット

ワークを有する人材をＭ・Ｉ専門官（仮称）として設置し，都市間競争力を高

めていく。 

★ 多国籍企業等からの情報収集とＭ・Ｉ誘致の強化  

 多国籍企業などからのＭ・Ｉの実施に関する情報収集と，京都での開催メリ

ットの提案による，Ｍ・Ｉの重点的な誘致を進める。 

 京都ならではのユニークベニューの開発 

 ＭＩＣＥ誘致用のホームページの充実 

 主催者，参加者の満足度や評価の把握及びそれに基づいた京都ＭＩＣＥの品質

の向上 

 旅館，飲食店など新たなＭＩＣＥ開催施設の発掘 

 京都での同窓会開催，ウェディングや２度目の修学旅行等の誘致などＭＩＣＥ

に準じたミーティングの誘致 

 アルムナイ※層誘致の推進 

 ※ アルムナイ（Ａｌｕｍｎｉ） 大学の卒業生組織，企業の退職者やＯＢ・ＯＧ組織などのことを 

 指す。 
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施策３ 

  

 

  

 京都では地球温暖化防止京都会議（ＣＯＰ３），世界水フォーラムや世界歴史都市会議な

ど，国際的に知名度が高く，歴史を作り上げる会議が行われてきた実績があります。物質

文化と精神文化の両者が相互に刺激を与え，高め合い，融合・深化によるまちづくりを，

千年を超えて続けてきた京都こそ，合意や調和を必要とする会議の開催には最もふさわし

い場所です。こうした実績をもとに，京都の都市格の向上につながる世界平和や人類の未

来に貢献する国際会議の誘致を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 推進事業  ４事業        

 ★ 環境・科学・文化・歴史などの国際会議を重点対象とした支援メニューの充    

実，トップセールスを含めた誘致活動の強化 

 京都の都市格を向上させると特に認められる国際会議等への重点支援の仕

組みやトップセールスによる誘致活動の強化を進める。 

 ＳＴＳフォーラム※等の開催に係るレセプション実施などの地元支援 

※ ＳＴＳフォーラム 科学技術と人類の未来に関する国際フォーラム （Ｓｃｉｅｎｃｅ ａｎｄ 

Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ ｉｎ Ｓｏｃｉｅｔｙ ｆｏｒｕｍ） 

 「ＤＯ ＹＯＵ ＫＹＯＴＯ？」を合言葉に，京都議定書誕生の地・環境先進

都市・京都の魅力を発信 

 ＭＩＣＥ開催によるカーボンオフセット※の推進 

※ カーボンオフセット 日常生活や経済活動において避けることができない CO2 等の温室効果ガ

スの排出について，排出量が減るよう削減努力を行い，どうしても削減できない温室効果ガスについ

て，排出量に見合った温室効果ガスの削減活動に投資すること等により，排出される温室効果ガスを

埋め合わせるという考え方 

 

 環境・科学・文化・歴史など世界の平和や人類の未来に貢献する国際会議の誘致を図る 

 

 

施策３ 
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 ＭＩＣＥを開催することにより，様々な交流が生まれます。その交流は，ＭＩＣＥ参加

者同士のみならず，参加者と市民の交流，また市民が最先端の技術・情報に触れる機会に

もつながります。 

 こうしたことが，市民が誇りを持てるまちづくりにつながるとともに，新たなビジネス

のきっかけを生み，事業活動の活性化，雇用の創出など都市の活力が向上することが期待

されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＭＩＣＥの開催を通じて都市の活力を向上させる 

 

 

施策４ 

 推進事業  ４事業        

 ★ 地元コンベンション事業者の振興 

 国際会議等の開催には，関連する宿泊，飲食，輸送などのコンベンション関

連事業の需要を生むことから，地元企業の参入機会を拡大させ，地域経済の活

性化，新たな雇用の創出を図る。 

 ★ 市民向け講座やシンポジウムを開催するなど市民参加型のＭＩＣＥ開催の推

進やＭＩＣＥサポーター制度の創設，市民団体との連携強化 

 国際会議と合わせて実施する市民向けプログラムなどの開催による市民参

加型のＭＩＣＥの推進や，学生・留学生などによる運営ボランティアを活用す

ることにより京都のＭＩＣＥの将来を担う人材の育成を行う。 

 ものづくり都市としての活力向上 

 ＭＩＣＥ開催に当たり，京都の伝統産業製品の活用・購入の促進や，新産業

の技術紹介を行うことにより，伝統産業をはじめとする京都ならではのものづ

くりの振興を推進する。 

 文化都市としての活力向上 

 ＭＩＣＥ開催に当たり，京都らしい文化プログラム活用の促進や文化体験メ

ニューの紹介などを通じて，花街をはじめとした伝統文化の振興を推進する。 
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第４章 計画の推進 
 

１ 進ちょく管理 

 

⑴ 京都市観光振興審議会委員から選出された者等で構成する「京都みらい観光振興計

画マネジメント会議（仮称）」により，計画の進ちょく管理を行うとともに，取組効果

の把握，分析を行います。 

  開催件数，参加者数，平均宿泊日数，経済効果や雇用創出効果等を指標とし，今後

数値目標を設定していきます。 
⑵ ＰＤＣＡサイクル（計画・実行・評価・改善）を活用し，進ちょく管理を徹底し，

重要事業については，事業の進ちょく度に応じて，新たな改善策の立案，実施を徹底

します。 

⑶ 実施事業については，今後２～３年で取り組む短期事業と平成３２年（２０２０年）

を見据えて取り組む中期事業に分け，実施主体，実施手法を明確にしたうえで推進し

ていきます。 

 

２ 計画推進体制 

   

 京都市のＭＩＣＥ戦略を担う観光ＭＩＣＥ推進室と公益財団法人京都文化交流コンベ

ンションビューローが中心となって，京都を愛する皆様と一丸となって，計画を推進

するとともにＭＩＣＥ振興に関わる関連団体間の連携体制の強化，情報収集・共有の

徹底を図ります。 

     

３ その他 

 

⑴ ＭＩＣＥ振興のため，ＪＮＴＯやＩＣＣＡによる統計データ等の整備・収集を図り，

市民や事業者の皆様が活用できるよう情報を発信します。 

⑵ 京都市の観光行政を担う，観光ＭＩＣＥ推進室の体制強化・充実を図ります。 

⑶ 公益財団法人京都文化交流コンベンションビューローなど関係団体の機能強化を図

り連携を強化します。 
 

 


